
建
築
基
準
制
度
で
第
３
次
答
申
へ

用
途
変
更
の
改
修
工
事
円
滑
化

大
賞
創
設
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
定
へ

産
学
官
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
へ

国
交
省

検
討
会

水
処
理
二
軸
管
理
を
普
及

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
十
月
六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業
省
別
館
会
議
室
で
第
四
十
回
建
築
分
科
会

（
分
科
会
長
・
深
尾
精
一
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）
と
第
十
三
回
建
築
基
準
制
度
部
会
（
深
尾
部
会
長
）
の
合

同
会
議
を
開
き
、
今
後
の
建
築
基
準
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
点
を
整
理
し
た
。
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
利
活
用
や

安
全
性
の
確
保
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
建
築
物
の
用
途
変
更
を
伴
う
改
修
工
事
の
円
滑
化
に
向

け
た
体
制
整
備
な
ど
を
促
進
す
る
。
来
年
三
月
を
め
ど
に
第
三
次
答
申
を
行
う
方
針
だ
。

既
存
ス
ト
ッ
ク
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
建
築
後
三

十
年
以
上
経
過
す
る
も
の
が

約
五
割
を
占
め
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
空
き
家
も
増
加
し

て
お
り
、
周
辺
へ
の
悪
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

既
存
建
築
物
の
利
活
用
に

伴
っ
て
改
修
工
事
も
増
加
傾

向
で
推
移
し
て
お
り
、
保
育

所
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の

用
途
変
更
、
と
り
わ
け
二
○

○
㎡
未
満
の
用
途
変
更
が
目

立
つ
。
こ
の
た
め
用
途
変
更

を
伴
う
改
修
工
事
な
ど
の
円

滑
化
を
図
る
体
制
整
備
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

合
同
会
議
で
は
伊
藤
明
子

国
土
交
通
省
住
宅
局
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
平
成

二
十
四
年
の
諮
問
以
来
、
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
建
築
基
準

制
度
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね

て
き
た
。
年
度
末
の
と
り
ま

と
め
ま
で
短
い
期
間
だ
が
、

ぜ
ひ
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
、活
発
な
論
議
を
促
し
た
。

今
回
ま
と
め
た
論
点
に
よ

る
と
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
利

活
用
促
進
で
は
安
全
性
の
確

保
を
前
提
と
し
て
用
途
変
更

を
伴
う
改
修
工
事
な
ど
の
円

滑
化
に
向
け
た
体
制
を
整
備

す
る
。
ま
た
高
齢
化
の
一
層

の
進
行
が
見
込
ま
れ
る
中
で

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
福
祉
施
設

の
需
要
に
見
合
っ
た
供
給
を

確
保
す
る
た
め
、
例
外
許
可

手
続
き
の
迅
速
化
な
ど
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
整
備

促
進
策
を
検
討
す
る
。

災
害
時
に
お
け
る
応
急
仮

設
住
宅
の
供
給
な
ど
一
時
的

な
建
築
・
利
用
ニ
ー
ズ
に
は

既
存
建
築
物
を
他
の
用
途
と

し
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
、
特

殊
な
事
情
で
仮
設
の
建
築
物

の
存
続
期
間
が
通
常
よ
り
も

長
く
な
る
ケ
ー
ス
、
工
作
物

を
一
時
的
に
設
置
す
る
ケ
ー

ス
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
。

木
造
建
築
物
つ
い
て
は
安
全

性
の
確
保
を
前
提
に
木
の
良

さ
を
活
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
の

実
現
を
め
ざ
す
。

適
切
な
維
持
管
理
・
更
新

に
よ
る
安
全
性
の
確
保
で
は

劣
化
・
損
傷
だ
け
で
な
く
防

火
上
の
観
点
か
ら
日
常
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
。
こ

れ
に
伴
い
市
街
地
全
体
の
防

火
性
能
の
向
上
に
つ
な
が
る

面
的
な
建
て
替
え
や
改
修
を

促
進
す
る
。

国
土
交
通
省
は
十
月
五

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
会
議
室
で

「
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
第
二
回
企
画
委
員
会

（
委
員
長
・
小
宮
山
宏
㈱
三

菱
総
合
研
究
所
理
事
長
）
を

開
催
し
た
。
優
秀
な
取
り
組

み
を
表
彰
す
る
大
賞
の
創
設

や
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
制
定
に
着
手
す
る
。

同
省
は
建
設
現
場
の
生
産

性
向
上
を
図
る
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
推

進
へ
産
学
官
に
よ
る
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
設
立
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

・
Ａ
Ｉ
の
導
入
や
三
次
元
デ

ー
タ
の
活
用
を
通
じ
て
生
産

性
が
高
く
魅
力
的
な
建
設
現

場
の
創
出
を
め
ざ
す
。

当
日
は
高
橋
克
法
同
省
政

務
官
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
人
口
減
少
が
進
む
中
で
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は

新
た
な
需
要
を
生
み
出
す
意

味
で
も
重
要
だ
。
将
来
に
希

望
が
持
て
る
魅
力
あ
る
業
界

づ
く
り
を
全
力
で
支
援
す

る
」
と
述
べ
た
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

「
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
大
賞
」
を
創
設
す

る
と
と
と
も
に
、
現
場
や
関

係
者
の
誇
り
と
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
生
み
出
す
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
作
成
す
る
。

国
土
交
通
省
は
十
月
四

日
、
東
京
・
江
戸
川
橋
の
日

本
下
水
道
新
技
術
機
構
会
議

室
で
平
成
二
十
九
年
度
「
水

処
理
二
軸
管
理
手
法
検
討

会
」
を
開
催
し
た
。
下
水
道

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｇ

Ｎ
Ｕ

Ｂ
）
な
ど
の
活
用
方
法
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
普
及
促
進
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
。

二
軸
管
理
は
下
水
処
理
場

に
お
け
る
水
質
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
最
適
管
理
を
め
ざ
し
た

管
理
手
法
。
省
エ
ネ
機
器
の

導
入
や
運
転
管
理
の
工
夫
な

ど
の
効
果
を
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
日
は
岡
本
誠
一
郎
同
省

下
水
道
部
流
域
管
理
官
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
二
軸

管
理
の
水
平
展
開
に
向
け
て

昨
年
度
か
ら
検
討
を
重
ね
て

き
た
が
、
今
年
度
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
処
理
場
の
取
り

組
み
を
反
映
さ
せ
た
い
。
新

た
な
メ
ン
バ
ー
迎
え
て
忌
憚

の
な
い
意
見
交
換
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
た
。

社整審合同会議で論点整理

下水道新技術機構で議論

伊藤住宅局長

有識者による企画委員会開催

高橋政務官
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